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お
盆
休
み
、
愛
知
に
帰
省
し

ま
し
た
。
今
年
は
信
州
も
暑
い

日
が
続
き
ま
し
た
が
、
愛
知
は

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
暑
か
っ
た
で

す
。
夏
だ
か
ら
「
日
中
は
暑
い

の
が
あ
た
り
ま
え
！
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
連
日
、
三
十

九
度
超
え
は
さ
す
が
に
堪
え
ま

し
た
。
し
か
も
地
面
も
熱
を
持
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
水
道

水
は
蛇
口
か
ら
お
湯
が
流
れ
、

水
を
出
し
っ
放
し
に
し
て
も
水

温
は
下
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

庭
に
打
ち
水
を
し
よ
う
に
も
お

湯
を
ま
い
て
い
る
よ
う
な
状
態

な
の
で
全
然
涼
し
く
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
家
全
体
が
暖
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
廊
下
も

壁
も
体
温
以
上
の
熱
を
持
っ
て

い
ま
す
。
当
然
、
夜
に
な
っ
て

も
気
温
は
下
が
ら
ず
、
一
日
中
、

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
の

状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
時
計
主
義
の
生

活
を
実
践
し
て
い
る
の
で
、
何

か
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
機
関
誌
『
生
長
の
家
』
八

月
号
に
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
で

目
玉
焼
き
を
作
る
と
い
う
記
事

を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
参

考
に
バ
ケ
ツ
に
水
道
水
を
た
め
、

日
の
当
た
る
と
こ
ろ
に
し
ば
ら

く
置
い
て
お
い
て
、
暖
ま
っ
た

お
湯
で
お
風
呂
に
入
り
ま
し
た
。

さ
す
が
に
湯
船
に
お
湯
を
溜
め

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
は
な

り
ま
し
た
。
御
陰
様
で
四
日
間
、

ガ
ス
を
使
わ
ず
に
お
風
呂
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
少
し
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
名

古
屋
地
方
で
連
続
猛
暑
日
（
三

十
五
度
以
上
の
日
）
を
八
十
二

年
ぶ
り
に
更
新
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
で
す
。
地
球
温
暖
化
と
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
、
八
十
二
年
ぶ

り
と
言
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

好
奇
心
が
湧
い
て
き
て
名
古
屋

の
夏
日
・
真
夏
日
・
猛
暑
日

連
続
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
、

八
十
二
年
前
の
昭
和
十
七
年
が

連
続
猛
暑
日
十
九
日
と
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
二
年
後
の
昭
和
十

九
年
は
二
十
五
度
以
上
の
夏
日

が
九
十
四
日
と
当
時
と
し
て
は

群
を
抜
い
て
多
い
年
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
十
二

月
に
昭
和
東
南
海
地
震
が
、
翌

年
の
一
月
に
三
河
地
震
が
起
き

て
い
ま
す
。
個
人
的
な
感
想
で

す
が
、
異
常
に
暑
い
夏
の
後
に

地
震
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
は
？

と
言
う
こ
と
で
す
。
阪
神
淡
路

大
震
災
の
前
の
年
も
異
常
に
暑

か
っ
た
。
東
日
本
大
地
震
の
前

年
も
し
か
り
、
昨
年
の
夏
は
日

本
海
側
で
雨
が
少
な
く
暑
か
っ

た
等
々
。

私
が
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
く
て

も
、
八
月
八
日
の
日
向
灘
地
震

が
発
生
し
た
際
に
「
巨
大
地
震

注
意
」
の
臨
時
情
報
が
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
賢
明
な
信
徒
の

皆
さ
ん
は
「
地
震
へ
の
備
え
」

は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
。

ま
た
、
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
環

境
に
配
慮
し
た
「
め
ん
ど
う
く

さ
い
」
生
活
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
こ
の
「
め
ん
ど
う
く
さ
い
」

が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。
便

利
な
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
ざ
と
な
っ
た
と
き
、

途
方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

意
識
し
て
知
恵
を
出
し
工
夫
す

る
生
活
を
し
て
い
る
と
色
々
な

と
こ
ろ
で
対
応
す
る
力
が
発
揮

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
ミ
ニ
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
実
践
し
て
い

る
と
対
応
力
や
行
動
力
が
養
わ

れ
ま
す
（
太
陽
光
で
目
玉
焼
き
）
。

実
際
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

時
、
自
転
車
が
活
躍
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
フ

ト
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
成
す
る
こ

と
も
善
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
方
針
に
も
掲
げ
て
い
ま

す
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

に
は
、
こ
れ
か
ら
は
最
高
の
季

節
に
な
り
ま
す
。
是
非
と
も
皆

さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。
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暑
い
夏
に
思
う
こ
と

教
化
部
長

野
沢

貴
広

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！
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全
て
は
導
き

連
合
会
副
会
長

小
林
智
恵
子

ど
ん
な
野
の
花
も
み
ん
な
美
し
い

塩
尻
相
愛
会

Ｔ
・
Ｃ
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人
間
の
生
活
の
中
で
は
、
雑

草
は
常
に
じ
ゃ
ま
も
の
と
し
て

嫌
わ
れ
、
最
近
は
猛
暑
に
も
関

わ
ら
ず
、
高
齢
の
方
が
草
取
り
、

草
刈
り
を
し
て
畑
で
倒
れ
亡
く

な
ら
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
て
き
ま
す
。

谷
口
雅
春
先
生
の
ご
著
書

『
神

真
理
を
告
げ
給
う
』
八

十
頁
に
「
自
然
界
の
一
切
の
事

物
も
、
神
の
生
命
の
自
己
顕
現

で
あ
る
か
ら
、
人
間
と
兄
弟
姉

妹
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
知
る
と
、
雑
草
は
有

り
難
い
も
の
と
、
感
謝
が
出
来

ま
す
ね
。

雑
草
の
役
割
は

①
土
壌
改
良
が
で
き
る
。
必

要
な
所
に
生
え
て
土
を
良

く
す
る
。

②
共
生

土
、
草
同
士
、
虫

と
共
生
す
る
。

③
作
物
を
保
護
し
、
生
長
を

促
進
す
る
。

④
土
壌
微
生
物
や
土
壌
菌
を

育
む
。

⑤
気
温
を
調
整
す
る
。

⑥
沢
山
の
生
き
物
を
育
て
、

生
物
多
様
性
を

保
つ
・
・
・
等

ま
だ
ま
だ
沢
山
の
役
割
が
あ
り
、

決
し
て
じ
ゃ
ま
も
の
、
厄
介
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
も
数
年
前
か
ら
、
雑
草
と

共
に
野
菜
や
、
草
花
を
育
て
て

い
ま
す
。

最
近
の
猛
暑
の
中
で
は
、
草

の
生
え
て
る
緑
の
畑
は
、
〝
オ

ア
シ
ス
〟
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

人
間
に
は
聞
こ
え
な
い
、
草
の

発
す
る
声
を
聞
き
、
虫
た
ち
と

会
話
を
楽
し
む
畑
作
業
は
、
楽

し
く
心
豊
か
に
な
り
ま
す
。

９月２９日（日） 13時～15時
ご指導 野沢貴広教化部長

会 場 長野県教化部

※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る
聖
使
命
会
員
に
！

護
持
会
員

須
坂
中
野

長
島

莉
央

伊
賀
良

稲
垣
み
き

赤
ち
ゃ
ん

伊
那
第
二

向
山

玲
央

聖
使
命･

霊
宮
聖
使
命
の

報
告
書
・
集
計
表

は
毎
月
15
日
迄
に

ご
提
出
を
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10
時(

白)

地
区
対
策
会
議

13
時(

講)

研
修
会

14
時

五
者
会
議

休
館
日

19
時(

相)

拡
大
役
員
会

【
振
替
休
日
】

休
館
日

【
秋
分
の
日
】

休
館
日

10
時

信
濃
一
日
見
真
会

秋
季
慰
霊
祭

休
館
日

13
時

親
と
子
の
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
敬
老
の
日
】

休
館
日

10
時
半

オ
ー
プ
ン
食
堂
（
東
信
地
区
）

10
時

普
及
誌
は
素
晴
ら
し
い
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 休

館
日

13
時
半

熟
年
の
つ
ど
い

13
時(

白)

正
副
会
議

19
時(
相)
顧
問
会
議

休
館
日

13
時(

講)

正
副
拡
推
進
部
大
会
議

16
時(

栄)

役
員
会

10
時

職
員
会
議

10
時

五
者
会
議

13
時
半
聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭
Ｎ
Ｆ

９

月

行

事

予

定

スマートフォンから入れます。

神想観 聖経読誦

１日(日) 塚原 好男 等々力美保

７日(土) 教化部長 小松 智子

８日(日) 鈴木 厚子 小口 壽子

１４日(土) 大和 光男 小椋 博子

１５日(日) 小澤 俊治 北原かおり

２１日(土) 教化部長 長谷尾美眞貴

２２日(日) 小松 一教 山下 俊幸

２８日(土) 栗林 邦子 斉藤 洋子

２９日(日) 教化部長 鈴木 厚子

※開催時間は６時からです

ラインで配信しています。参加希望の方は教

化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『人類同胞大調和六章経』

『大自然讃歌』『日々読誦三十章経』

信濃一日見真会

９月２１日（土）10:00～15:35

見真会の主な内容
「生長の家信徒行持要目」

実相円満誦行・笑いの練習・体験談

喜びの座談会・講話

ご先祖様に感謝する見真会

☆霊牌は前月の末日までにお届けください。

お菓子 1 箱 猪俣 知恵子

野菜 1 箱 丸山 仁子

お菓子 1 箱 丸山 仁子

桃 1 篭 塚原 好男

メロン 1 玉 小松 智子 （敬称略）

8月度霊牌送霊祭・先祖供養祭

大和千恵子、手塚香おる、平島かづ枝

栗林 邦子、鈴木 厚子、本山 茂子

折橋 政市、清水 昭子、小田 節子

平谷美佐子、石井希世子、松原登美子

原 恵 、大日方英子 (敬称略）

奉 納 御 礼


